
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 4 回理事会 

 

議事概要 

開催日：平成 28年 2月 23日（火） 午後 2 時 

場  所：附属図書館 4 階学習室 

出席者：横内正明理事長、福田誠治副理事長、高部剛理事、阿毛久芳理事、新保祐司理事 

大谷哲夫理事、酒井利光理事、鶴田和雄監事、青山伸一監事 

 

■理事長挨拶 

横内正明理事長から着任にあたりあいさつ 

担当から理事、経営審議会委員、監事の紹介。 

 

議    事     

（1） 都留文科大学学部・学科改編プラン（案）について 

○担当から会議資料 1、参考資料 2-1、2-2、2-3に基づき説明。審議の結果、3月の理事会・経

営審議会で再度審議することとなった。 

   

   ※平成 28年 3月に初等教育学科を改編し新学科開設に向けた「（仮称）学校教育学科設置準備 

室」の設置、及び社会学科を改編し新学科開設に向けた「（仮称）地域社会学科設置準備室」 

の設置、平成 28年 4月から理系学科を含むことができる学部の調査・研究への着手等につい 

て審議。 

        

（2） 都留文科大学学校教育学科設置準備室規程（案）について 

担当から資料 3に基づき説明。審議の結果、学部・学科改編プランに基づくものであり 3月 

の理事会経営審議会で再審議。 

 

（3） 都留文科大学地域社会学科設置準備室規程（案）について 

担当から資料 4に基づき説明。審議の結果、学校教育学科設置準備室規程（案）と同様、学 

部・学科改編プランに基づくものであり、3月の理事会経営審議会で再審議。 

 

報    告 

(1)  平成 28年 3月（平成 27年度）卒業予定者の就職内定状況について 

        担当から報告資料 1に基づき説明。 

    ・平成 28年 2月 1日時点、学生からキャリア支援センターへ報告があったものについての集

計結果は、教員・企業・公務員とも昨年度を上回っている。 

 

 （2） 平成 28年度入試出願状況について 

    担当から報告資料 2に基づき説明。 

   ・前期 508人 中期 3,037人  合計 4,541人（推薦含む） 



    昨年度より 1割増 5年前の水準になった。 

    今年度のセンター試験の国語の結果が高かったこと、文系への回帰などが要因。 

    静岡会場が増えたことでその分受験生が増加した。来年度の中期会場として新に 

    長野会場を追加する方向で検討中。 

 

 （3） その他 

    福田副理事長の新聞記事について紹介。     

  以上 

 


